
学校生活での今後のマスク着用について
先日、政府発表により、マスク着用については、３月１３

日から屋内外を問わず個人の判断に委ねるとあり、本格的な
ウイズコロナの到来を感じたところです。
しかし、学校におきましては、政府対策本部の決定である

「４月１日から、学校教育活動の実施に当たっては、マスク
の着用を求めないことを基本とする」を受け、今後文科省が
発表する留意事項等をもとに、マスク着用に係る見直しを決
定していく予定です。よって、３月いっぱいは、現状維持となりますのでご了承ください。

卒業証書授与式でのマスク着用について
上記の内容の例外として、学校生活の節目となる重要な学校行事である「卒業式」においては、

文科省の留意事項を加味し、八代市教育委員会が次のように示しました。
・国歌、校歌等は、身体的距離を確保し、マスクを着用した上で、斉唱を可能とする。
・児童及び教職員のマスクは、外すことを基本とする。しかし、強要をしない。また、保護者
はマスクを着用することとする。

その他、参加者については、卒業生・保護者・教職員・教育
委員会（１名）というものです。
これを受け、本校では、卒業生は歌唱や呼びかけ時にはマ

スクを着用し、入退場及び卒業証書授与の際には、マスクを
外してもよいこととしました。また、教職員はマスク着用を

基本としますが、壇上での挨拶及び卒業生名の呼び出しの際
などには、身体的距離が十分に確保されることからマスクを
外すようにしました。保護者の皆様には、マスク着用をお願

いしておりますのでご理解いただきますようお願いします。
なお、八代市では、入学式についても卒業式に準じて行うことを申し添えます。

卒業証書授与式に向けた練習に励んでいます
６年生は、３月２３日（木）の卒業証書授与式に向けた練習に励んでいます。
卒業証書授与式は、子供たち一人一人の小学校６年間の学びの集大成であり、数ある学校行事

の中でも最も重要な行事と捉えています。それを理解してでしょう、子供たちは、真剣かつ丁寧
に練習を重ねています。今後も練習を重ね、当日は、６年生全員が卒業証書を手にし、笑顔で学
び舎を後にしてほしいと願っています。

八代小学校ホームページも随時更新していますので是非ご覧ください
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